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＜期待される効果＞・政策課題の解決に加え、新たなデータ活用による新たなサービスや価値の創出

特徴・
ポイン
ト

 ニーズに即したオープンデータの取組みの更なる推進に向け、政策課題を起点としたデータのユースケースやデータ活用の可能性の議論・検討
 スタートアップ等の幅広い民間事業者からの提案や意見の取り入れ
 新たな価値やサービスの創出

• オープンデータ基本指針に基づき、データ利活用者のニーズを的確に反映
したオープンデータの取組みが重要であるとの観点から、データの公開・活
用希望者とデータを保有する行政機関が直接対話を行う場としてオープン
データ官民ラウンドテーブルを開催

• 加えて令和２年度は、政策課題を起点とし、スタートアップ企業等の意見
も取り入れ、新たなデータ活用の価値や可能性の創出に向けた取組を推
進

• 各府省庁や地方が主催するオープンデータ官民ラウンドテーブルの
開催に係る、①オープンデータのニーズ分析等、②政策課題の洗
い出しや検討、③民間事業者との連携、などについて支援

＜中央省庁を例とした取組みイメージ＞
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●政策課題の翻訳
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民間ニーズ、各事
業者等保有のスキ
ル等の収集
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・ 課題解決策の提案
（企業、解決方法）
・ 民間ニーズ等の提示

新たな情報発信先

・ 課題解決策の共有
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・ 課題解決策の提案
（企業、解決方法）
・ 民間ニーズ等の提示
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関連事例

オープンデータ官民ラウンドテーブルの開催について

１．目的

データの公開・活用を希望する者と、データを保有する府省庁等が直接対話する場を設けることにより、
ニーズに即したオープンデータの取組や各種データとの組み合わせを含めた活用を促進し、データの価値向上と
多様なサービスの出現に貢献する。

２．参加者

 データの公開・活用を希望する者（ベンチャー含めた民間企業、学識者等から広く公募）

 データを保有する府省庁等（関係する制度を所管する府省庁等を含む）

 有識者（オープンデータワーキンググループ有識者、オープンデータ伝道師等）

 IT政策担当政務、内閣官房IT総合戦略室（事務局）

３．開催実績等

 これまでの開催実績
【第1回】 平成30年1月開催 「観光・移動」分野におけるデータ活用
【第2回】 平成30年3月開催 「インフラ、防災・減災、安全・安心」分野におけるデータ活用
【第3回】 平成30年9月開催 「土地・農業」分野におけるデータ活用
【第4回】 令和元年9月開催 「電子行政」分野（統計等データ）
【第5回】 令和２年12月開催 「健康・介護・医療・子育て」分野におけるオープンデータ公開要望

 上記に加え、各府省庁が独自にラウンドテーブルを主催するなど、取組は着実に拡大。

（平成31年3月経済産業省、令和２年２月警察庁が自主開催。）

 今後も更なるデータ利活用の促進に向けて、重点分野※を中心として開催を継続予定。
※官民データ活用推進基本計画に定める「電子行政、健康・医療・介護、観光、金融、農林水産、ものづくり、インフラ・防災・減災等、移動」の8分野

 さらに令和２年度は、民間ニーズの吸い上げや多様な民間企業への情報発信等の観点から、 「オープンデータ官民ラウンドテーブル」を
活性化させ、新たなラウンドテーブルとして試行。

（第５回の開催模様）

※「会場＋オンライン」で開催
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